
情報開示（事業別行政コストの開示） 

【事例】アニュアルレポートにおける事業別行政コストの開示（岐阜県美濃加茂市） 

 

○ 予算説明資料では、事業に直接かかるコストのみを計上している点に問題意識（各事業にかかる人件費や減価償却費が
計上されていない） 

○ 事業別にフルコストを算定し、アニュアルレポートにおいて開示 

背景・目的 

事例概要 

 

○ アニュアルレポートにおける事業別行政コストの開示を始めて以来、議会での審議が活発化 
○ 事業別行政コストを活用して、受益者負担額の見直しを実施 
○ 事業別行政コスト情報は現在外部報告のために作成しているが、作成業務を定型化し、内部管理にも活用することが今

後の課題 

効果等 

○ 豪州の姉妹都市のアニュアルレポート等を参考に作成。前
半において市政全般の情報を紹介し、後半で公会計情報を
開示することにより、市政の理解の一環として公会計情報を
読み解くことができる構成 

○ アニュアルレポート後半部分では、市全体の財務4表と連結
財務諸表とその分析を行っている。加えて事業別行政コスト
計算書を開示 

○ 各年度任意で抽出した開示対象事業（平成24年度は8事
業）について、フルコスト、利用者一人当たりコストや市民一
人当たりの税金等投入額を算定・開示 
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